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 新
十
二
支
会
発
足
第
一
回
例
会 

 
 

子
ノ
泊
山
（
９
０
７
．
２
ｍ
）
登
山 

 ◇
実
施
日
；
２
０
２
０
年
１
月
１
１
日 (

土)

～
１
２
日
（
日
）  

晴
後
小
雨 

 

◇
参
加
者
；
前
夜
祭
・
子
ノ
泊
山 

沖
崎
吉
信
、
茂
原
治
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
上
村
洋
司
・
和
美 

椎
木
亮
、
梶
野
照
雄 

前
夜
祭
の
み 

山
上
浩
一
郎
・
昌
子
、
佐
藤
宏
子 

子
ノ
泊
山
の
み 

濱
野
兼
吉
、
畑
林
清
子
、
生
熊
敏
男
、
山
川
治
雄
、
岩
本
信
行
、 

中
前
偉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
７
名 

 

今
西
錦
司
先
生
の
提
唱
で
創
設
さ
れ
た
十
二
支
会
も
昨
年
で
無
事
満
願
、
解

散
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
希
望
者
約
４
０
名
で
新
十
二
支
会
を
立
ち
上
げ
、
今

回
が
発
足
例
会
と
な
る
。
当
初
は
広
島
県
内
の
子
の
山
を
予
定
し
て
い
た
が
、

西
日
本
豪
雨
の
被
害
で
登
山
が
出
来
な
く
な
り
、
昨
年
７
月
ご
ろ
新
十
二
支
会

の
堀
会
長
か
ら
「
子
ノ
泊
山
に
す
る
。
前
夜
祭
会
場
の
手
配
や
山
の
下
見
を
頼

む
」
と
の
お
達
し
が
来
た
。
十
二
支
会
の
世
話
人
で
あ
っ
た
川
島
前
代
表
が
そ

の
ま
ま
新
十
二
支
会
で
も
世
話
人
を
引
き
受
け
て
い
た
よ
う
で
、
早
速
二
人
で 

休
暇
村
南
紀
勝
浦
を
前
夜
祭
会
場
と
決
め
、
予
約
の
手
続
き
な
ど
を
行
っ
た
。 

新
旧
の
十
二
支
会
と
も
堀
会
長
、
川
島
、
林
一
夫
の
三
氏
が
世
話
人
と
な
っ
て

い
た
が
、
川
島
前
代
表
は
死
亡
、
林
さ
ん
は
新
十
二
支
会
に
加
わ
ら
ず
で
、
堀

会
長
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地
元
で
の
開
催
で
あ
り
、
沖
崎
さ
ん
も
世
話

人
に
な
っ
て
く
れ
。
と
要
請
さ
れ
、
断
る
こ
と
も
で
き
ず
引
き
受
け
さ
せ
て
頂

い
た
。 

 

そ
の
後
、
堀
会
長
か
ら
、
関
東
、
北
陸
、
岐
阜
、
山
口
、
九
州
な
ど
か
ら
２

３
名
が
参
加
す
る
と
連
絡
を
頂
き
、
新
宮
組
４
名
を
加
え
た
２
７
名
の
参
加
が

確
定
し
、
準
備
に
入
っ
た
。 

 
 前

夜
祭
（
宇
久
井
・
休
暇
村
南
紀
勝
浦
）
１
月
１
１
日
（
土
） 

 
 

 
 

 

休
暇
村
南
紀
勝
浦 

 
 

 
 

 

会
場
受
付 

 
 
 
 

 

全
員
で
記
念
写
真 

こ
の
日
は
宿
舎
で
の
受
付
と
、
新
宮
駅
か
ら
休
暇
村
へ
の
送
迎
を
請
け
負
っ

て
い
た
。
他
府
県
か
ら
の
２
３
名
の
う
ち
１
０
名
が
列
車
利
用
で
あ
り
、
午
後

１
時
半
ご
ろ
か
ら
沖
崎
、
大
江
の
２
車
で
待
機
す
る
が 

〇
新
宮
駅
で
の
下
車
を
伝
え
て
い
た
が
、
勝
浦
駅
に
行
っ
た
者 



〇
連
絡
な
く
途
中
駅
で
下
車
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
会
場
入
り
す
る
者 

〇
新
宮
駅
で
下
車
後
、
神
倉
神
社
、
速
玉
大
社
へ
寄
り
道
す
る
者 

〇
午
後
２
時
頃
到
着
の
予
定
が
４
時
半
着
に
な
っ
た
者 

等
が
続
出
、
最
初
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
ド
タ
バ
タ
の
連
続
だ
っ
た
。 

堀
会
長
の
お
話
し
で
も
、
直
前
に
３
名
の
ド
タ
キ
ャ
ン
が
あ
り
参
加
者
数
の
確

定
に
ヤ
キ
モ
キ
さ
れ
た
よ
う
だ
。
年
配
者
が
多
い
の
で
必
ず
こ
う
な
る
も
の
だ
。 

夕
方
５
時
過
ぎ
に
、
や
っ
と
全
員
が
揃
っ
た
。 

宴
会
ま
で
の
時
間
は
皆
さ
ん
ロ
ビ
ー
で
談
笑
し
た
り
、
お
風
呂
に
行
か
れ
た
り

で
時
間
を
つ
ぶ
し
、
午
後
６
時
に
開
宴
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

開
会
の
挨
拶 

 
 
 
 

 
 

 

黙
と
う 

 
 

 
 
 

 
 

乾
杯
！ 

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
前
に
集
合
写
真
を
撮
り
、
沖
崎
よ
り
開
会
宣
言
を
行
う
。

其
の
後
全
員
で
川
島
前
代
表
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
堀
会
長
の
挨
拶
、
慶
祝
者
へ

の
お
祝
い
贈
呈
と
続
き
、
山
上
さ
ん
の
音
頭
で
乾
杯
し
て
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
堀
会
長
の
意
向
で
、
慶
祝
者
の
お
祝
い
も
ス
リ
ム
化
し
、
今
西
色
も
薄

め
て
の
宴
会
と
な
っ
た
。
時
間
内
飲
み
放
題
な
の
で
き
っ
ち
り
２
時
間
で
宴
は

終
了
、
余
興
も
無
か
っ
た
が
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
あ

っ
た
。 

 

子
ノ
泊
山
登
山 

１
月
１
２
日
（
日
） 

 

前
夜
祭
参
加
の
う
ち
９
名
が
観
光
組
と
な
り
、
登
頂
者
は
１
８
名
と
山
彦
か

ら
か
ら
の
６
名
が
加
わ
り
合
計
２
４
名
と
な
っ
た
。 

十
二
支
会
の
例
会
に
何
度
か
参
加
し
て
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
一
つ
に
、
朝

宿
を
出
発
す
る
と
き
に
手
間
取
り
、
人
数
や
車
の
台
数
の
チ
ェ
ッ
ク
が
及
ば
ず 

毎
回
バ
タ
バ
タ
し
て
い
る
。
今
回
も
、
途
中
で
道
を
間
違
え
な
い
か
心
配
し
た
。 

登
山
口
ま
で
の
地
図
を
配
り
カ
ー
ナ
ビ
の
設
定
、
同
時
出
発
を
徹
底
し
た
。
途

中
で
隊
列
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い
予
定
の
１
時
間
で
無
事
登
山
口
に
着
く
。 

 
 

 
 

 

宿
舎
を
出
発 

 
 
 
 

 
 

登
山
口
で 

 
 

 
 
 

 

登
山
開
始 

 

山
彦
か
ら
の
参
加
者
６
名
に
迎
え
ら
れ
、
登
山
準
備
を
す
る
。
こ
の
日
は
予

報
通
り
の
雨
で
あ
る
が
、
本
降
り
に
は
な
ら
ず
あ
ま
り
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

午
前
９
時
２
０
分
、
全
員
で
登
り
始
め
た
。 



 
 

 
 

 

山
頂
に
到
着 

 
 
 

会
長
よ
り
お
祝
い
贈
呈 

 
 
 

 
 

バ
ン
ザ
イ 

尾
根
ま
で
の
急
登
、
ヤ
ケ
嵓
分
岐
、
７
５
人
塚
と
ま
ず
は
順
調
に
進
み
、
１
１

時
少
し
過
ぎ
に
山
頂
に
到
着
し
た
。 

２
時
間
は
必
要
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
予
想
よ
り
１
５
分
ほ
ど
早
く
着
い
た
。

な
お
今
回
登
頂
組
に
参
加
さ
れ
た
武
田
幸
男
さ
ん
（
千
葉
県
９
０
歳
）
は
尾
根

ま
で
の
途
中
で
引
き
返
さ
れ
、
生
熊
敏
男
さ
ん
が
帰
路
同
行
し
て
頂
い
た
。
当

初
か
ら
生
熊
さ
ん
よ
り
「
リ
タ
イ
ア
組
は
引
き
受
け
る
」
と
の
心
強
い
申
し
出

を
頂
い
て
い
た
。 

 

山
頂
も
小
雨
の
中
で
、
万
歳
、
ヤ
ッ
ホ
ー
、
慶
祝
者
の
お
祝
い
も
そ
こ
そ
こ

に
２
０
分
弱
で
下
山
を
始
め
た
。
昼
食
は
弁
当
を
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
た
が

下
山
後
に
各
自
で
、
と
な
り
山
頂
で
口
に
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。 

下
山
途
中
、
山
川
、
梶
野
両
氏
が
刈
り
払
っ
た
ヤ
ケ
嵓
展
望
所
に
寄
り
、
１
２

時
半
ご
ろ
に
は
全
員
が
登
山
口
に
下
山
、
解
散
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
雨
も

上
が
っ
て
い
た
。 

 

 
 

 
 

 

山
彦
全
員
で 

 
 
 
 

 
 

展
望
所
の
眺
め 

 
 
 

 
 

下
山
完
了 

 

今
回
の
例
会
の
た
め
、
下
見
、
登
山
道
整
備
、
展
望
所
の
刈
り
払
い
、
観
光

組
の
案
内
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
頂
い
た
皆
様
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
が
今
回
の
ホ
ス
ト
役
で
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
終
了
し
ホ

ッ
ト
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(

記
；
沖
崎
。
写
真
；
梶
野) 

 

行
動
タ
イ
ム 

登
山
口

09

：20

→10

：05

ヤ
ケ
嵓
分
岐
→11

：03

子
ノ
泊
山
山
頂

11

：1
8

→12

：35

登
山
口 


